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●
議
会
基
本
条
例
の
制
定
…
可

決
　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
議
会
改
革
を
踏
ま
え
、
市
民

と
の
対
話
を
根
幹
に
、
さ
ら
に

議
会
改
革
を
推
進
し
、
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
に
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

貫ぬ
く

井い

議
員
ほ
か
９
人
（
議
会

基
本
条
例
策
定
調
査
特
別
委
員

会
委
員
全
員
）

　

な
お
、
条
例
を
可
決
し
た
た

め
、
議
会
基
本
条
例
策
定
調
査

議
員
提
出
議
案
・
意
見
書

特
別
委
員
会
は
解
散
し
ま
し
た
。

〔
討
論
〕

平
議
員
…
ど
ん
な
ル
ー
ル
を

も
っ
て
し
て
も
、
力
を
持
つ
者

の
力
し
か
反
映
さ
れ
ず
、
見
せ

か
け
の
状
況
を
つ
く
り
上
げ
て

し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
真
実
の
姿

で
は
な
い
。
反
対
。

染そ
め

谷や

議
員
…
市
民
の
皆
様
も
、

意
見
交
換
会
で
多
く
の
参
加
者

が
一
日
も
早
い
条
例
の
制
定
を

望
ん
で
い
た
。
全
国
に
誇
れ
る

議
会
基
本
条
例
で
あ
る
と
自
負

し
、
賛
成
。

●
市
議
会
議
員
の
報
酬
等
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
…
修

正
可
決

　

議
員
が
定
例
会
を
２
回
以
上

連
続
し
て
す
べ
て
欠
席
し
た
場

合
、
そ
の
翌
月
か
ら
、
議
会
の

会
議
に
出
席
す
る
ま
で
、
議
員

報
酬
と
期
末
手
当
を
次
の
と
お

り
減
額
す
る
条
例
の
制
定
。

連
続
２
回
…
２
割
減
額

連
続
３
回
…
４
割
減
額

連
続
４
回
以
上
…
５
割
減
額

〔
提
出
者
〕

　

結
城
議
員

〔
修
正
内
容
〕

　

原
案
の「
欠
席
」を「
不
応
招
」

に
表
現
を
改
め
る
な
ど
の
修
正

案
が
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

赤あ
か

羽ば

委
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
委

員
会
で
可
決
し
ま
し
た
。

〔
討
論
〕

林
議
員
…
私
た
ち
の
こ
と
は
私

た
ち
自
身
が
き
ち
ん
と
決
定
で

き
る
と
言
い
切
る
と
こ
ろ
ま
で

議
員
社
会
全
体
が
成
熟
し
て
い

な
い
。今
は
必
要
と
の
立
場
で
、

修
正
可
決
に
賛
成
。

齋
藤
（
久
）
議
員
…
市
民
か
ら

期
待
さ
れ
る
仕
事
を
長
期
に
わ

た
り
遂
行
で
き
な
い
、
も
し
く

は
遂
行
し
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
場
合
の
報
酬
減
額
。
妥
当

と
考
え
る
。修
正
可
決
に
賛
成
。

平
議
員
…
こ
の
よ
う
に
ふ
し
だ

ら
に
休
ん
で
い
る
人
を
見
た
こ

と
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
そ
う
い

う
人
は
こ
の
議
会
に
い
な
か
っ

た
。
修
正
・
原
案
と
も
に
反
対
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
円
高
か
ら
中
小
企
業
を
守
る

対
策
を
求
め
る
意
見
書
…
可
決

　

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
円
高
か

ら
中
小
企
業
を
守
る
対
策
を
迅

速
か
つ
適
切
に
講
じ
る
よ
う
強

く
政
府
に
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

貫
井
議
員
ほ
か
３
人

〔
討
論
〕

林
議
員
…
取
手
市
内
の
中
小
企

業
は
平
成
22
年
度
で
１
７
８
６

社
あ
り
、
今
は
大
変
な
状
況
。

地
方
が
声
を
上
げ
る
こ
と
の
必

要
性
を
考
え
、
中
小
企
業
を
守

る
た
め
に
賛
成
。

平
議
員
…
国
民
の
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
の
生
活
を
営
む
権

利
、
そ
し
て
す
べ
て
の
生
活
面

に
お
い
て
社
会
福
祉
、
社
会
保

障
、
公
衆
衛
生
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
児
童
扶
養
手
当
に
お
け
る
公

的
年
金
と
の
併
給
制
限
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
…
可
決

　

厚
生
労
働
省
は
、
年
金
受
給

者
に
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
認
め
て
い
な
い
た
め
、
併
給

制
限
の
見
直
し
を
国
会
と
政
府

に
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

遠
山
議
員
ほ
か
２
人

〔
討
論
〕

貫
井
議
員
…
東
日
本
大
震
災

か
ら
９
カ
月
、
親
が
犠
牲
と
な

り
祖
父
母
の
児
童
養
育
も
増
え

た
。
経
済
低
迷
の
現
在
、
離
婚

も
増
加
傾
向
で
離
婚
率
が
平
成

22
年
で
35
・
９
％
だ
。
見
直
し

の
時
機
だ
と
確
信
し
賛
成
。

林
議
員
…
東
日
本
大
震
災
で
震

災
孤
児
が
１
５
０
０
人
も
生
じ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
児
童

が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら

す
こ
と
を
保
障
す
る
の
は
、
大

人
の
政
治
の
責
任
。
法
律
の
見

直
し
を
実
現
さ
せ
よ
う
。賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
暮
ら
し
・
農
業
・
医
療
・
地

域
を
破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

反
対
す
る
意
見
書
…
可
決

　

国
民
の
命
や
暮
ら
し
、
農
業

や
食
料
、地
域
経
済
を
破
壊
し
、

国
の
主
権
ま
で
売
り
渡
す
Ｔ
Ｐ

Ｐ
※
に
は
参
加
し
な
い
こ
と
を

国
会
と
政
府
に
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

遠
山
議
員
ほ
か
２
人

〔
討
論
〕

貫
井
議
員
…
24
分
野
の
政
策
領

域
が
交
渉
の
対
象
と
な
り
、
投

資
や
サ
ー
ビ
ス
等
非
関
税
分
野

の
自
由
化
に
は
多
く
の
問
題
点

が
あ
る
。
公
明
党
は
、
国
民
に

十
分
な
説
明
も
な
い
政
府
の
拙

速
参
加
は
断
固
反
対
で
賛
成
。

林
議
員
…
ど
ん
な
時
代
に
も
国

民
の
立
場
に
立
っ
て
外
交
を
行

う
こ
と
は
、
独
立
国
家
と
し
て

最
低
限
の
こ
と
。
よ
う
や
く
国

民
運
動
で
全
貌
が
見
え
始
め
て

い
る
。
こ
ん
な
亡
国
条
約
を
結

ん
で
は
な
ら
な
い
。
賛
成
。

小こ

嶋じ
ま

議
員
…
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
質
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
仕
掛
け
ら
れ

た
経
済
戦
争
と
と
ら
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
建
国
以
来

２
６
７
１
年
続
く
我
が
国
の
国

柄
、
形
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
の

は
大
き
な
問
題
。
賛
成
。

※
Ｔ
Ｐ
Ｐ
…
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
。
ア
ジ
ア
太

平
洋
で
の
自
由
貿
易
圏
の
構
築

を
目
指
す
協
定
。
２
０
１
５
年

を
め
ど
に
、
参
加
国
間
の
貿
易

に
お
け
る
関
税
の
全
面
撤
廃
を

目
標
と
す
る
。

取手市議会本会議場

議
会
基
本
条
例
で
何
が
変
わ
る
？

　

取
手
市
議
会
は
「
改
革
先
行
・
第
二
ス
テ
ー
ジ
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
取
手
市
議
会
の
何
が
変
わ

る
の
か
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

改
革
ポ
イ
ン
ト
１

市
民
参
加
の
拡
大

・
請
願
及
び
陳
情
の
提
出
者
が

希
望
す
れ
ば
、
提
出
者
代
表
が

議
会
（
当
分
の
間
は
委
員
会
の

み
）
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

・
委
員
会
で
、
委
員
長
と
過

半
数
の
委
員
が
必
要
と
認
め
れ

ば
、
傍
聴
者
も
会
議
中
に
発
言

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
市
民

の
多
様
な
意
見
を
よ
り
広
く
的

確
に
把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

改
革
ポ
イ
ン
ト
２

議
論
の
明
確
化

・
議
会
で
の
質
疑
及
び
質
問
が

原
則
と
し
て
す
べ
て
一
問
一
答

方
式
に
な
り
ま
す
。

・
１
議
題
に
つ
き
１
回
し
か
で

き
な
か
っ
た
議
員
の
討
論
（
賛

否
の
意
見
表
明
）
が
本
会
議
で

は
３
回
ま
で
認
め
ら
れ
ま
す
。

・
市
長
が
提
案
す
る
重
要
な
政

策
等
に
対
し
、
将
来
に
わ
た
る

費
用
及
び
効
果
な
ど
、
よ
り
詳

細
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
問
い
と

答
え
、
賛
否
の
論
点
、
政
策
の

詳
細
等
が
明
ら
か
に
な
り
、
市

民
に
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

で
の
議
論
を
目
指
し
ま
す
。

改
革
ポ
イ
ン
ト
３

議
会
の
説
明
責
任

・
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換

の
場
と
し
て
、
議
会
報
告
会
を

年
１
回
以
上
開
催
し
ま
す
。

・
多
様
な
広
報
手
段
を
活
用
し

て
、
積
極
的
に
議
会
活
動
に
関

す
る
情
報
の
公
表
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
よ
り
議

会
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。


